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学位規則第 5 条第 2 項該当








O~説j (Alisma plantago L.) は，オモダカ科 (Alismataceae) に属する好湿性多年生草本で，根茎は漢

































体差をできるだけ小さくするために自家繁殖した同腹の雄を用い，国型飼料 RC-7 に硬化ヤシi~U5 %お
びコレステロー lレ 0.5%を添加した飼料で 2 週間飼育し，兄弟の血中コレステロール値がよく一致した同
腹のみを選んで 4 群に分け， コレステロール 0.5%添加基礎飼料に沢潟抽出物，コリン，レシチンのおの
おの0.5%をさらに添加して， 2.5カ月間飼育して効果を判定した。その間 2'-'4 週ごとに体重，血中総コ
レステロール(L.L. Abell , et al.: J . Biol. Chem. , 195 , 357 (1952)) ，遊離コレステローノレ(W.M.Sperry ，
M.Webb: J . Biol.Chem. , 187 , 97 (1950)) ，燐脂質 (E.J. King: Biochem.J. , 26 , 292(1932))の定量およ
び血液凝固時聞を測定した。またコレステロール (C)j燐脂質 (P) および遊離 (F)j総(T) コレステロ











(6 )急性毒性は dd 系，生後4 週の雄マウス LD50，静脈注射 780mgjkg，腹腔内注射 1 ， 270mgjほで、
あったが，経口投与では 4 ， 000mgjkgで、も死亡例を見なかった。















3) ラットのtl+l脂による実験的脂血衆を清治化するが， in vitro では不可能であることからへパリンと作
用機構が異る口
4) コレステロール飼育による家兎の動脈硬化発性を軒減させ，この場合 1[1 1巾コレステロール，燐脂質値
を改善するが，レシチンおよびゴリンにはかかる作用がない。
5) 毒性はコリンより弱く，ラットの発育および諸臓器にも有台な成響を及ぼさない。
以上の如く本論文は沢潟に抗脂性物質が含まれていることを薬物学的に見出したもので，このことは古
来から用いられている沢潟の薬効を実証し，またその成分の解明に貢献するところが大きし博士論文と
しての価値あるものと認める。
-368-
